
「見て！なんだかおもしろそうなこ

としてる～！」と、友達の遊びに興味

をもった蓮ちゃん。年下の奏音くん

を誘って、ステージに向かいました。 

保育士が、子どもの遊びに入って一緒に楽しんでいました。できるだけ、こんな風に遊んでみたいと

いう、子どもの声を大切にして、一緒にかかわって遊びの楽しさを共感するようにしました。（安全

には十分配慮した上で遊んでいますので、安心してくださいね。） 

遊んでいくうちに、マット滑り台の低いところからジャンプしてみたり、「うさぎさんになって、ぴょんぴ

ょんジャンプするのはどう？」と、声をかけ合ったりしながら、自分達で遊びを考えて楽しむ姿が多く見ら

れました。２歳児の奏音くんも、きりんさんとかかわり、一緒に遊んでもらうことを喜んでいる様子でした。

すっかり溶け込み、表情も生き生きしていますね。こんな風に異年齢でのかかわりを大事にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しそうだな★ 

行ってみようよ！ 

うんうん、とっても楽しそう！

ぼくも一緒に遊びたいな！ 

キャー！スリル満点！ 

R7・５・７（水） 佐藤菜摘 


